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研究成果の概要（和文）：本研究課題で目的とした教育実践研究と教授・学習支援システム研究とのマッチング
プラットフォームを開発し，試験的な運用とその結果に基づく改善を行った．
当初の目的における，「異なるバックグラウンドを持つ「教育実践者」と「システム開発者」の双方がニーズや
シーズ，活用事例を表現するための記述」については，形式的な記述を行うに至らなかったものの，今後オント
ロジーなどの開発を行うために必要な基礎的な分析を行うことができた．また，マッチング機能についても基本
的な機能を実現することができており，オントロジー等を開発した場合にはそれを用いてより高度なマッチング
を行うことが可能になる．

研究成果の概要（英文）：We developed a matching platform for researches on educational practices and
 researches on learning support systems according to the objective of this research project.
We also operated the platform on a trial basis and made improvements based on the results.We 
analyzed the basic analysis of the descriptions of the needs, seeds, and practices on utilization of
 learning support systems. The results of the analysis will be necessary for future development of 
ontologies.
The developed platform has basic functions for matching the needs and seeds. In addition, the basic 
functions will provide more advanced matching when an ontology will be described.

研究分野：学習支援システム，教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発・運用したマッチングプラットフォームを活用することで，実験的な評価などを通して高い効果が
確認された，新たなシーズの展開につながる高度なシステムを，教育現場において実践的に展開することが可能
になる．このようなプラットフォームは従来存在せず，本研究分野における学術的な意義は高い．
また，これまで限定的に使用されるにとどまっていた高度な教授・学習支援システムが様々な教育実践の現場に
おいて使用されることで，より高度な教育を実践することが可能になるため，社会的な意義も高い．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
教授・学習支援に関する研究分野においては，教育現場における特定の単元や学習活動におけ
る課題（ニーズ）を解決するために情報技術を活用する教育実践や，新しい方法論や技術（シー
ズ）に基づいて教授・学習活動を支援するシステムが，これまでに数多く提案・開発されてきた．
しかしながら，教育実践におけるニーズの解決には，教材や学習者の管理を簡単な操作で実現す
る学習管理システムなど，活用事例が多く適用しやすい技術要素が利用されることが多い．一方，
実験室評価等を通して高い効果が確認された，新たなシーズの展開につながる高度なシステム
の活用は，限られたケースにとどまっている． 
本研究課題は，上記の状況を打開し，実践したい教育形態や学習時の課題などに代表される教
育実践の場を持つ研究者や教師などの「教育実践者」と，新しい方法論や技術を教授・学習支援
システムとして実装できる研究者や開発者などの「システム研究者」の双方で研究の質を高めあ
うことが可能となるエコシステムの構築を目指したものである．このことを実現するために，実
践・研究を通じて蓄積したニーズとシーズを相互に交換し，補完しあうことによって，教育実践
のニーズを反映したシステムの開発や，システムのシーズを実践的に活用することで得られる
フィードバックを活性化することが必要である． 
このような「教育実践者」と「システム研究者」の幅広い情報交換と連携を行うためには，こ
れまでの教授・学習支援に関する研究分野における知見を蓄積するだけでなく，「教育実践者」
が持つ現場のニーズと「システム研究者」が持つ技術的シーズという異なる観点を，互いが理解
できる形で記述あるいは提示し，相互接続できることが重要な要件となる． 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題では，上述したエコシステムの構築を目指し，「教育実践者」が持つ教育実践にお
ける困難や実践を目指す教育形態・対象・内容などといったニーズと，「システム研究者」が持
つ教授・学習支援システムの設計思想や技術詳細などといったシーズに加えて，両者が持つ具体
的な事例を相互に検索・交換・共有することを可能とするプラットフォームの開発を目的として
いる．このようなプラットフォームを実現するためには，教育実践におけるニーズや支援システ
ムにおけるシーズ，具体的な活用事例の検索性・記述性を高める必要がある． 
本研究課題では，異なるバックグラウンドを持つ「教育実践者」と「システム開発者」の双方
がニーズやシーズ，活用事例を表現するための記述について研究を行う．また，本研究課題にお
いて開発するプラットフォームは，協調学習システムに限らず様々な教授・学習支援システムを
対象としていることに加えて，システム研究者のための開発基盤となるだけでなく，教育実践者
のためのショーケースや運用環境としても機能する． 
 
３．研究の方法 
 
2018 年度には，以下の 2点についての研究を行った． 
(1) システム情報や活用事例等の語彙統制・記述形式に関する研究 
(2) 提案プラットフォームのプロトタイプ開発 
 
(1)について，既存の教育実践および教授・学習支援システムに関する情報収集を目的として，
教育システム情報学会および日本教育工学会の2017年度全国大会の講演論文(計699件)のうち，
既製品のシステムあるいは研究者が開発したシステムを用いた教育実践に関する論文 166 件を
抽出した．また，抽出した論文について計量的テキスト分析を実施し，特徴的な語彙についての
検討を行った．この分析結果については，2019 年 3 月に人工知能学会先進的学習科学と工学研
究会において「教授・学習支援システムを用いた教育実践に関する研究報告の計量テキスト分析」
と題した学会発表を行った． 
(2)について，提案プラットフォームは，教育実践者の教育現場における課題(ニーズ)と，教
授・学習支援システム研究者の新しい方法論や技術(シーズ)の相互検索・共有を実現し，両者の
マッチングを行うことを目的としているため，本研究課題の提案段階に想定したプラットフォ
ームの機能群について目的に照らし合わせて精査を行い，プロトタイプの仕様を策定した． 
 
2019 年度以降，研究代表者・研究分担者・研究協力者がシステム実践グループ，オントロジ
ー構築グループ，プラットフォーム開発グループの 3グループに分かれて，お互いに連携しなが
ら研究を進めた．以下に，グループごとの研究方法を記載する． 

  



 

 

【システム実践グループ】 
本研究課題において開発するプラットフォームでは，様々な教育実践と教授・学習支援システ
ムに関する情報を，検索可能性の高い形で蓄積する必要がある．そのため，これらの情報の記述
に用いる語彙を統制するとともに，記述形式を策定することによって情報の粒度をそろえる必
要がある．このことを実現するために，既存の教育実践および，教授・学習支援システムに関す
る情報を収集した．2018 年度には，主に研究論文を対象として実践事例の収集を行ってきたが，
論文のような形式的な文書には表出しにくい事例や知見について，より広く収集することを企
図し，教授・学習支援システムを用いた教育実践事例を収集するためのワークショップを開催す
ることを計画し，その形式についても検討を行った．当初 2020 年度以降にこのワークショップ
の開催を計画していたが，2020 年度からのコロナ禍によって，実際にワークショップを開催す
ることができなかった． 
プラットフォーム開発グループによるコンテナ化(後述)を行うためのシステム選定を行った．
また，コンテナ化完了後に，コンテナ化された教授・学習支援システムをプラットフォーム上で
運用し，教育現場に提供できる環境を整備した．さらに，運用している教授・学習支援システム
から得られる学習に関するログを蓄積するためのインタフェースについて検討・開発を行った． 
 

【オントロジー構築グループ】 
システム実践グループが収集した既存の教育実践および，教授・学習支援システムに関する情
報についての分析結果に基づいて，オントロジーの構築を行う過程の中で，上述した論文等に表
出しづらい知見の存在に気づき，システム実践グループと連携しワークショップの形式に関す
る検討を行った． 
また，プラットフォームにおけるマッチング機構についての検討を行った．システム実践グル
ープによるプラットフォーム上での教授・学習支援システム運用の中で改善点を明らかにし，プ
ラットフォーム開発グループとともにプラットフォームの改善を行った． 
 

【プラットフォーム開発グループ】 
本研究課題において開発するプラットフォームは，教授・学習支援システムが取得する使用履

歴・学習履歴データ，システムに関する詳細情報，システムを利用した実践事例，教育実践者の
ニーズなどの情報を，教授・学習支援システムと連携しつつ蓄積する．そのため，教授・学習支
援システムを稼働するための仮想化基盤および各システムとプラットフォーム間のデータ交換
インタフェースのプロトタイプについての仕様策定と開発を行った． 
また，開発したプロトタイプシステムについて，試験的運用を行う上で不十分であった，教授・
学習支援システムを仮想化基盤上で動作させる上で必要になる詳細な設定や，各システムとプ
ラットフォーム間のデータ交換を，より簡易かつ柔軟に行うためのインタフェースについての
仕様策定と開発を行った． 
上記の通り開発を進めてきたプラットフォームのプロトタイプシステムでは，教授・学習支援
システムをコンテナとして管理・稼働する．上述したシステム実践グループによる情報提供を受
けて，実際の教育現場において使用実績のある教授・学習支援システムをコンテナ化し，プラッ
トフォームを試験的に運用した．また，システム実践グループによるプラットフォーム上での教
授・学習支援システム運用の中で改善点を明らかにし，オントロジー構築グループとともにプラ
ットフォームの改善を行った． 
 
４．研究成果 
 
「3. 研究の方法」の項でも述べたように，各グループが連携しながら，本研究課題で目的と
した教育実践研究と教授・学習支援システム研究とのマッチングプラットフォームを開発し，試
験的な運用とその結果に基づく改善を行った． 
当初の目的における，「異なるバックグラウンドを持つ「教育実践者」と「システム開発者」
の双方がニーズやシーズ，活用事例を表現するための記述」については，形式的な記述を行うに
至らなかったものの，今後オントロジーなどの開発を行うために必要な基礎的な分析を行うこ
とができた．また，マッチング機能についても基本的な機能を実現することができており，オン
トロジー等を開発した場合にはそれを用いてより高度なマッチングを行うことが可能になる． 
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